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2011年   西中千人展   日程 
4/20 ( 水 )～4/26 ( 火 )　
　　岐阜　島屋 8 階 美術画廊  
4/27 ( 水 )～5/10 ( 火 )　
　　日本橋　島屋 6 階 美術画廊 工芸サロン
5/11 ( 水 )～5/17 ( 火 )　
　　横浜　島屋 ７階 美術画廊
6/15 ( 水 )～6/21 ( 火 )　
　　大阪　島屋 6 階 美術画廊 アートサロン
7/5 ( 火 ) ～7/11 ( 月 )　 
　　柏そごう 9 階 美術画廊
7/20 ( 水 )～7/26 ( 火 )　
　　米子　島屋 4 階 美術サロン
　　　　　　　　　　　日程は変更になる場合がございます。

　　　
皆様のもとへ  西中千人のガラス作品が ” 夢と光 ” をお届けします！
今年の「西中千人展」は「キラめくハッピーな未来へ」がテーマ。
自然、旅から感じた ワクワクするエネルギーを詰め込んだ、パワフルなガラス作品を発表します。
元気を伝染します！そのエネルギーを一緒に感じてください。皆様にお目にかかれることを楽しみにしています。　

「夢で見た花」    高さ約 9cm
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ニューヨークからスタート！
梅の蕾も膨らみ始め、春から始まる展覧会の準備もあわただしく
なってまいりました。
今年は国内個展ツアーに先駆け、『 SOFA  ニューヨーク 』

（ 4/14~17 ）にロンドンのギャラリーから出品します。
『 SOFA 』 は世界中からトップクラスのギャラリーが参加する
立体アートの国際美術展 ( アートフェア ) です。
毎年 春にニューヨークで、夏にサンタ フェで、秋にシカゴで
開催されます。
アメリカは、第一番目の人間国宝がガラス作家という
ガラス芸術に馴みの深い国です。
その舞台で、日本の伝統文化の美しさ、
日本人の感性を伝えるガラス作品を発表します。
冷たい北風の吹く中、昨年 11 月の『 SOFA シカゴ 』も
大勢の来場者で熱く盛り上がっていました。
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1.「夢で見た花」　極楽浄土に咲くあでやかな花。生命の象徴として、
　　　　　あなたのそばで美しく永遠に咲き続けます。長辺 36cm 。　　
2.「呼継 ( よびつぎ )」　着物を思わせる個性豊かな硝子片を金箔の下地に溶かし込んだ
　　　　　蓋物。ふと手で包み込みたくなる愛らしさです。高さ 9cm。
3.「手付四方鉢」　踊り出しそうな把手がキラめく華やぎの器。料理や花を入れて
　　　　　家族や友人との語らいの時間がますます楽しくなりそう。長辺 26cm 。
4.「春ニ咲ク」　夏 太陽ヲイッパイ吸イ込ミ、秋 花芽ヲ準備スル。冬枯れヲ絶エ、
　　　　　春ニ咲ク。一年一年繰リ返ス。高さ 14cm 。
5.「光の雫」　空気を閉じ込めた柔らかな泡がキラキラと輝く光のオブジェのような
　　　　　一輪挿しです。高さ 8cm 。
6.「年 輪」　白黒悩んでぶつかって。ゴツゴツ グルグル。
　　　　　こだわりを捨てず、歳月を重ねたオトナが、キラめく時間を楽しむための
　　　　　グラスです。高さ 10cm。
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1. 制作現場の撮影。写真は個展会場でご覧いただけます。



お客様とのコラボレーション   お使いいただく方の感性で器が輝くのは 作り手にとって最高の喜びです

　　　　　　

   
▶ その１

『 夢で見た花 』を水指としてお使いいただく
なんて、何と斬新なお茶席でしょうか！
青カエデの蓋も美しく、爽やかさを演出して
います。お家元もご出席の盛大なお茶会で
ご使用いただき、とても光栄です。
ちなみに、このお席での主茶碗は
当代の樂吉左衛門さん作だったそうです。
　　　　

憧れのジョージ ナカシマ氏の家具と
世界的に有名な家具デザイナー ジョージ ナカシマ氏（1905～1990 年）。
1973 年に設計されたロックフェラー邸に 220 点以上の家具を納めています。
彼の家具を日本で唯一製作している 株式会社 桜製作所様のご協力により
ジョージ ナカシマ氏の家具と西中千人のガラス作品のコラボが実現。

「木の自然 そのままの美しさを家具へ」のコンセプトをもとに作られる
作品は、銘木マニアの私には是非とも手に入れたいものばかり。
ガラス作品との相性も良く、お互いを引き立て合い安らぎを生んでいました。

　　　　　　

修行と研鑽の船旅 　未だ見ぬロマンを求めて

▶ その 3
「鮑皿 あわびざら」「輪花 りんか」「割山椒」を
お使いいただいた美しいテーブル。
心のこもった料理と器が 仲良く調和して
います。
ご自庭で育てられたお花がさりげなく彩りを
添え、楽しい会話がはずみそうですね。

9 万トン 全長 300m のコンステレーション号。
乗客 2,000 人、乗務員 1,000 人。
カジノ、屋内外プール、ジム、エステ、劇場、
図書室などもそろった 海を行くホテルです。 お気に入りの和服で。

バルト海に沈む夕陽に向い
海の男を気取っています。

アムステルダムから乗船。ベルギー、フランス、スペイン、ポルトガル、ジブラルタルと寄港して、スペインのバルセロナまで行く
船の旅です。波の音を聞きながら静かに心地よい眠りにつく。目覚めたら別の国で朝陽を迎えるというのは、船旅の醍醐味ですね！
異なる文化、環境、ゆったりとした時間の中で、頭も心もすっかり生まれ変わりました。
ポルトガルのリスボンで立ち寄ったジェロニモス修道院にはバスコダガマが眠っていました。大航海時代、新大陸に夢とロマンを
求め、帆船で大海原を駆け巡った彼のその情熱を、私はガラスに注ぎたい。明るい未来への夢と光を ガラス作品で皆様に届けたい。
そんな気持ちを再確認した旅でした。

　

世界遺産 
ジェロニモス修道院
リスボン ( ポルトガル ) 

今日のドレスコードはフォーマル。
タキシードに身を包み、気分は
ブラッド ピット ? トム フォード？

▶ その 2
黒地に金箔を熔かし込んだ
華やかでシックな茶入です。
お仕覆をご自身で仕立てられ 
お使いいただいています。
綺麗な着物を
着せてもらって
茶入も誇らしげ
です。

番組美術制作担当者さんと打ち合わせ。セットの組み立ては、放送前日の深夜に行なわれます。　　　　　　　　ニョキッと生えた玉に ” 何だこれっ ?? "　

沢山のご来場ありがとうございました !
2010 年は、柏（千葉）、船橋（千葉）、池袋（東京）、玉川（東京）、日本橋（東京）、名古屋、横浜、大阪、仙台、高知の 10 ヶ所で
個展をさせていただきました。「元気を分けてもらえる」、

「ガラスなのに温かく柔らかく心地よい」など、うれしいお言葉を
沢山いただきました。皆様との語らいは、多くを学び、自分を振り
返る貴重なひとときです。ガラスが人と人をつなぎハッピーになる。
これからもそんな作品創りを目指します。

     　　　　　
TBS の土曜の朝の看板番組 「王様のブランチ」に 西中千人の作品 !?
谷原章介さんと優香さんがメイン MC をつとめる 人気情報番組「王様のブランチ」のセットに合わせ、オブジェ、モビール、
テーブルオーナメントを制作させていただきました。番組美術担当者さんと打ち合わせを重ね、ポップでキュートな番組の
イメージに合うものを作り上げました。撮影スタジオのセットという特別の空間でのガラス作品の役割、テレビ画面を通して
視聴者の目にどう映るのかなど、大変勉強になる貴重なお仕事でした。

　　　ビアマグランカイ 8　審査員特別賞  アウラ野々村賞 ダブル受賞 !
サッポロビール特別協賛のビアグラスのコンペ「ビアマグランカイ 8」で

「流 涼（ りゅうりょう）」が審査員特別賞とアウラ野々村賞をいただきました。

▶ 審査員 野々村道信氏（株式会社 アウラ 代表取締役社長、デザインプロデューサー）の講評 ◀　
この作品には、造形の力強い躍動感とフロストガラスの柔らかさが同居し、さらに、
巧みな表面処理によって、ビールを注いだ後にも奥行きのある造形美が感じられる。
凹凸のある形状が握りやすさとともに、手のひらの熱をビールに伝えにくくする
機能性を持つ点も評価した。　　　　              （ ビアマグランカイ 8 作品カタログより抜粋 ）

30 歳を目前に 絶好調のコルベット

アメリカ留学時代 に購入した 愛車
'82 コルベット 。愛用 20 年、生産から
30 年を迎えるにあたり、シートを交換。
特注のツートンカラーでおバカ度アップ !!　
もちろん快適性もアップしました。
30 年経っても愛され続ける
この名車（迷車 !?）のように、
私も長く愛される作品を創り続けます 。


